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【第 5 章 贈与関係論の現代的意義】
本章では、ティトマスの贈与関係論をシティズンシップ論として読み替えた「贈与のシ
ティズンシップ論」について、その現代的意義を検討した。
第 1 節では、「贈与のシティズンシップ論」について、社会政策によって「与える権利」
を社会権として保障された市民が、「社会的・道徳的な潜勢力」を発揮することで、利他的
な「市民性」を陶冶・促進・表出し、「不特定の見知らぬ他者」への匿名的な贈与を実践し
ていくことを期待する規範的なシティズンシップ論であると規定した。次に、「贈与のシテ
ィズンシップ論」の思想的特徴は、「平等」「自由」「友愛」というフェビアン社会主義が重
視する価値を体現している点、普遍的な利他的贈与の実践を市民に期待している点、相互
主義の伝統を継承している点にあると指摘した。そして最後に、普遍的な利他的贈与を強
調することには批判が止まないにしても、そうした贈与がなされうる証拠や根拠づけ自体
はありふれたものであると指摘した。
第 2 節では、まず贈与のシティズンシップ論における市民性の捉え方（普遍的な利他的
贈与を重視する市民性）の概要を述べた。次に、ヒューイットの解釈をもとに、「社会市場」
において利他的市民性が社会政策によって陶冶・促進・表出されていくプロセスを示した。
そして、そうしたプロセスから導かれた「市民性の陶冶や表出にはいかなる社会政策が必
要か」という論点は、現代の様々なシティズンシップ論とその市民性をめぐるビジョンを、
福祉研究の主題として捉え返す契機をもたらすが、そうした形で両研究領域の接続性を高
めていくことに、贈与のシティズンシップ論の現代的意義を見いだすことができると指摘
した。
第 3 節では、ティトマスが市場を敵視し、「社会市場の贈与原理」と「経済市場の交換原
理」との対抗関係を強調しつつも、その対抗性の中身については多くを語っていないこと
を明らかにした。つぎに、反市場的スタンスの現代的意義を検証するために、マイケル・
サンデルによる市場主義の限界に関する議論を参照した。そしてサンデルの議論は、贈与
のシティズンシップ論における反市場的スタンスと利他的贈与の倫理性を正当化する論拠
として有力なものであることを示した。くわえて、贈与のシティズンシップ論は、市民的
な倫理や徳を鍛錬し、倫理空間としての社会市場の強靱化を図るというサンデルが提起し
た課題を引き受けるとき、その非妥協的な反市場のスタンスには、市民の多種多様な倫理
的で反市場的な関心と実践（例えば異質な文化の尊重、脆弱な人々へのケア、自然環境の
保護など）、つまり多様な市民性のビジョンの「結節点」となることが期待できるとの見通
しを示した。
【第６章 結論】
本章では、本研究の結論をまとめたうえで、本研究での成果を今後どのように発展させ
ていくかについて展望を示し、あわせて課題を述べ、結びとした。
第 1 節では、本研究の結論を提示した。その結論とは、贈与関係論を根幹とするティト
マスの福祉思想（贈与のシティズンシップ論）には、①現代シティズンシップ論と福祉研
究との接続性を高めうる論点を導くことができること、②非妥協的な反市場的スタンスを
貫いていること、の二点に現代的な意義が見いだせる、というものであった。そして、①
は学術的な意義であり、贈与のシティズンシップ論は、「市民性の陶冶・促進・表出にはい
かなる社会政策が必要か」という論点を提起することで、現代の様々なシティズンシップ
論とその市民性をめぐるビジョンを、福祉研究の主題として捉え返す契機をもたらすと指
摘した。また、②は政治的な意義であり、贈与のシティズンシップ論の反市場的スタンス
には、経済市場の不公正と倫理的腐敗と対峙し、市民の多種多様な倫理的で反市場的な関
心と実践の結節点となることが期待できると指摘した。
第 2 節では、今後の展望として、本研究で得られた成果を発展させていくにあたっては、
「福祉市民論」というテーマを設定することが有望な選択肢の一つであるとの所見を述べ
た。そして、いかなる社会政策が市民性の「ストック」の蓄積等にどのような影響を及ぼ
すか、また、市民性の「ストック」の蓄積等を図るにはどのような社会政策が必要である
かを考えることが、「福祉市民論」の中心課題となるとの展望を示した。
第 3 節では、残された課題を述べた。第一の課題は、系譜学的な考察を深めることであ
り、とくにグリーンとティトマス福祉思想との関係をいっそう明確化することが必要であ
る。第二の課題は、『贈与関係』を文字通り「贈与論」として捉えた場合、どのような評価
がなされうるかを考察することである。第三の課題は、ティトマス贈与関係論を反市場主
義の思想としてさらにラディカルに解釈し直し、反市場論としてのポテンシャルを増強し、
抵抗の思想としての意義を明確化することである。以上の三点が残された課題である。
